
公益社団法人 日本医師会 （2015年 6月 2日 定例記者会見） 

世界獣医学協会・世界医師会共催 

「One Healthに関する国際会議」出席（報告） 

 

 

１．出張日程：平成 27年 5月 20日（水）～25日（月） 

２．場  所：マドリード（スペイン） 

３．出 張 者：橫倉会長、松原副会長、石井常任理事 

（随行）能登国際課長、五十嵐主査 

４．内  容： 

世界獣医学協会（WVA）・世界医師会（WMA）共催「“One Health”に関する国際会議」

が 5 月 21 日から 22 日にかけてスペインのマドリードで開催され、本会から横倉会長、松原

副会長、石井常任理事が出席した。本会議は、「“One Health”に向けての牽引者たち―医師

と獣医師間の協力の強化―」をテーマに、医師、獣医師、学生、公衆衛生担当官、NGOそし

て世界各地域からの参加者が“One Health”の概念の重要な側面を学び、議論することを目

的として開催された。会議には、各国医師会・獣医師会を始め、スペイン保健省長官、各国大

学関係者、保険会社含め約 350名が出席した。 

5月 22日、「セッション：“One Health”のその他の側面」で「自然災害のマネジメント－

備えと医師・獣医師“One Health”の連携」をテーマに、本会から横倉会長が、日本獣医師

会から蔵内会長がそれぞれ講演を行った。講演において横倉会長は、東日本大震災と福島第一

原発事故への日医の対応、JAXA との協定による共同実験の実施、“かかりつけ医”機能の充

実・強化と地域包括ケアシステムの下での災害に強い医療提供体制の構築、医師と獣医師の協

力の取り組みとして、動物由来感染症対策や食の安全の向上等のため、本会と日本獣医師会と

の間で学術協力の推進のための協定書を締結したこと等を紹介し、災害への備えのためにも、

今後ますます医師と獣医師とが“One Health”の理念を共有し、連携を強固なものにしてい

かなければならないと結んだ。 

質疑応答では、原発事故後の対応について質問が集中し、横倉会長は被災者への健康支援と

して継続的な健康診断を実施しており、特に心配されている子どもの甲状腺がん発生比率は従

来と比して多くない状況だが、子どもたちが外で運動できず運動能力が低下していることにつ

いての改善策を検討中であると述べた。また、石井常任理事は、福島県では日々農産物や環境

中のセシウムなどによる汚染度を計測し、食はもちろん環境への影響について現在考え得る限

りの対応を行っており日本の安全性は十分担保されていると報告した。住民の健康については、

医師会も行政と共に継続的に対応していると、福島県の現状と今後の課題を伝えた。 

また、横倉会長の講演を受け、日本における「かかりつけ医」及び「地域包括ケアシステム」

に関心を示したファン・ロドリゲス・サンディン スペイン医師会長から、双方の国における

医療制度、医療情報及び課題について情報を共有することを目的とした調査団の派遣と受け入

れについて相互協定を結びたいとの意向が示された。 

なお、21 日には、在スペイン日本国大使館の越川大使から、本会および日本獣医師会代表

団が招待を受け、大使公邸において招宴が催された。 



1 
 

 

 

 

世界獣医学協会／世界医師会 ONE HEALTHに関する国際会議 

2015年5月21日（木）‐22日（金） 

クリスタリア・ビジネスパーク第4ビル 

マドリード、スペイン 

 

One Healthに向けての牽引者たち「医師と獣医師間の協力の強化」 

プログラム（案） 

 

1日目  5月21日（木） 

8:00-9:30  登録 

9:30–10:15 
歓迎の辞 

 ディエゴ・マリオ・カラスコ    アグルパシオン相互保険会社社長 

 カルロス・モレノ・サンチェス   スペイン保健省長官 

 レネ・カールソン         世界獣医学協会長 

 ザビエル・ドゥー         世界医師会長 

 ファンホセ・バディオラ・ディエス スペイン獣医師会長 

 ファン・ロドリゲス・サンディン  スペイン医師会長 

 カティンカ・デボロー     One Health に関する FAO（食糧農業機関） 

OIE（国際獣疫事務局）、WHO三者団体 

10:20–11:00 
One Healthの概念－導入セッション 

 ローラ・カーン&リサ・コンティ    One Health イニシアティブ、米国 

「One Health-大局的見地から」 

11:00-11:30  コーヒーブレーク＋ポスターセッション 

11:30–13:30 
人獣共通感染症 

座長：バディオラ・ディエス スペイン獣医師会長 

 プレジット・ナンビア        ケララ獣医科大学、インド 

「One Health 人類、動物、自然の調和に関する学際的全体的アプローチ」 

 アルバート・ウスターハウス     エラスムス大学、オランダ 

「動物原性感染症からパンデミックへ：備えはされているか？」 

 リサ・コンティ           One Health イニシアティブ、米国 

「動物原性感染症への取り組み、医学と獣医学の架け橋」 

 ギレルモ・ヴァスケス        グラナダ大学、スペイン 

「2014年、西アフリカにおけるエボラ出血熱の発生」 
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質疑応答 

13:30 - 15:00 昼食+ポスターセッション 

15:00 – 17:00 
人獣共通感染症（継続） 

 

 デビッド・ヘイマン     ロンドン大学衛生熱帯医学大学院感染症疫学 

「動物と人間の接触による感染症：発見と対応という考えから根源的予防とい

う考えへの変換」 

 カティンカ・デボロー        FAO/OIE/WHO三者代表 

「人獣共通感染症の発生の早期発見のための獣医学及び医学の代表機関による

緊密な協力関係」 

 ルイス・ネル            狂犬病制御世界同盟 

「狂犬病－貧困の病気」 

 

国際的な One Health の取り組み 

 成功を収めたチームによるプレゼンテーション 

セント・ジョージ大学、グレナダ 

 

17:00 - 17:30 コーヒーブレーク+ポスターセッション 

17:30 – 18:30 
人獣共通感染症（継続） 

パネルディスカッション 

20:30  夕食会 

2日目 5月22日（金） 

09:00 – 11:00  
抗菌薬耐性 

座長：アーディス・ホヴェン WMA議長 

 ローラ・カーン          One Health イニシアティブ、米国 

「医師、農業従事者と抗菌薬耐性の政策：One Health分析」 

 デリア・グレース         国際家畜研究所 

「途上国における抗菌薬の使用」 

 カルレス・ロア          ジャウメ医療センター、スペイン 

「抗菌薬の市販」 

質疑応答 

11:00 – 11:30 コーヒーブレーク＋ポスターセッション 

11:30 – 13:00 
抗菌薬耐性（継続） 

 アルトゥーロ・アナドン       コンプルテンセ大学、スペイン 

「獣医学の実践における「抗菌薬の使用責任」事例」 

 アーノルド・ニコゴシアン      ジョージ・メイソン大学、米国  

「抗菌薬耐性を防ぐための教育」 

 

パネルディスカッション 
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13:00 -14:30 昼食+ポスターセッション 

14:30 – 16:30 
One Healthのその他の側面 

座長：サンディン  スペイン医師会長 

全般的な考察 

 アラスデア・クック          サリー大学、イギリス 

「動物と共に生きる道－共存と健康に関する様々な側面を中心として」 

 

食糧生産における One Health／環境災害の人類と動物への影響 

 タイス・クウィケン          エラスムス大学、オランダ 

「獣医薬の使用における One Healthアプローチ」 

 

自然災害のマネジメント－備えと医師・獣医師の連携 

 横倉 義武                                         日本医師会長 

「日本における2011年大地震と福島原発事故－経験及び復興に向けての医師と

獣医師の連携」 

 蔵内 勇夫                                         日本獣医師会長 

「東日本大震災からの復興、獣医師の役割と見通し」 

質疑応答 

16:30 – 17:00 コーヒーブレーク＋ポスターセッション 

17:00 – 19:00 
One Healthの概念の将来的考察 

座長：グレゴリオ・トーレス（OIE） 

 ファン・ザラテラモス   ヌエボ・レオン大学獣医学部長、メキシコ 

「獣医学カリキュラムへの One Health概念の導入」 

 

 サラ・クロネス         国際獣医学生団体 

スカンデル・エサフィ      国際医学生連盟 

「医師、獣医師の将来に対する One Healthの教育」 

 

 マーガレット・ムンゲレラ    WMA前会長、ウガンダ 

「医師及び獣医師はお互いから何を学ぶことができるか」 

 

パネルディスカッション 

 

19:00-19:30 まとめ：勧告及び将来のイニシアティブ 

レネ・カールソン／世界獣医学協会長 

19:30  閉会 

 




